



















































4 『近きに在りて：近代中国をめぐる討論のひろば』35、1999年。初出は『高校教育』1950年 6月号。 





























                                                   
6 鈴木貞美編『雑誌「太陽」と国民文化の形成』2001年 6月、思文閣出版。 
7 『月刊部落問題』292、兵庫県人権問題研究所、2001年。 
8 注 6、p339。 
9 注 6、p345。 
10 注 6、p346。 
11 『太陽』19巻 3号、1913（大正 2）年 3月掲載。 
12 『雄弁』6巻 9号、1915（大正 4）年 9月掲載。 
13 『太陽』22巻 7号、1916（大正 5）年 6月掲載。 
14 注 7、p45。 



























評を得る。同年 8 月末に出版予定の『社会主義詩集』（社会主義図書部 金尾文淵堂発行）が、9 月
14日付の「内務省告示第 57号」により発禁となる。1904（明治 37）年、『花外詩集 付同情録』を
自費出版。1906（明治 39）、「馬上哀吟」を再収録した『ゆく雲』（隆文館）を出版。1907（明治 40）
年、バイロンの訳詩集『短編 バイロン集』（大学館）を出版。1908（明治 41）年 7月、家督を継い
でいた弟伝作（1877～1908）の病死に伴い、父精斎を連れて上京するも父は翌年死去。1910（明治

















































































































                                                   
































こで一週間の回答期限を設けて 1914（大正 3）年 8月 15日に、膠州湾租借地を中華民国に返還する
よう最後通牒を行うがドイツからの回答がなく 23 日に宣戦布告を行った。9 月に山東半島に日本軍






                                                   
27 『近代詩鑑賞辞典』（1977年、東京堂）p167。 
28 注 27、pp167-168。 













年 月 雑誌名／書名 巻 号 出版社 作品名 収録欄 
1914 1 早稲田文学 第 2期 98号 早稲田文学社 チヤボ 散文詩 
 2 中学世界 17巻 2号 博文館 男性的悲劇平景清  
  3 学生 5巻 3号 冨山房 太陽と靑年の歌   
  
 
早稲田文学 第 2期 100号 早稲田文学社 半獸 小品 
  
 
太陽 20巻 3号 博文館 東京市を觀望して   
  
 
中学世界 17巻 3号 博文館 早春集   
  4 文章世界 9巻 4号 博文館 柩   
  
 
中学世界 17巻 5号 博文館 鎮西八郎爲朝   
  5 新公論 29年 5号 新公論社 一詩一文（丸橋忠彌の歌／
椅子の上） 
公論文藝 





中学世界 17巻 7号 博文館 飛行英雄重松中尉を弔ふ
／紀伊は詩の國 富の國 
  





新公論 29年 7号 新公論社 紅殻の國、紺飛白の鄕   
  中学世界 17巻 10号 博文館 秋田中學の歌  
  8 新公論 29年 8号 新公論社 賴三樹と土崎   
  
 
文章世界 9巻 8号 博文館 北国情調   
  中学世界 17巻 13号 博文館 英雄熱勃發す 歐洲大戰
爭の歌 
 
  9 文章世界 9巻 10号 博文館 青蚊帳の中   
  
 
太陽 20巻 11号 博文館 都会號令の鈴音   
  10 日本英雄物語     中央書院     
  
 
学生 5巻 11号 冨山房 秋風日本刀の歌   
  
 
少年   133号 時事新報社 夕刊賣の少年（少年詩） 讀物と繪畫 
  
 
雄弁 5巻 10号 大日本雄弁会
講談社 










早稲田文学 第 2期 107号 早稲田文学社 三崎にて   
  
 
文章世界 9巻 11号 博文館 小野川の半日   
  
 
新小説 19年 10巻 春陽堂 戰時の浪花節 藝苑 
  11 雄弁 5巻 11号 大日本雄弁会
講談社 
高杉東行とバイロン   
  
 
学生 5巻 12号 冨山房 日本男子の歌   
  
 
太陽 20巻 13号 博文館 戦争と強者   
  12 雄弁 5巻 12号 大日本雄弁会
講談社 


























































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   





33 『学生』5巻 1号には、国進社（東京・本郷）の「最新流行コンノート型 学生用マント」の広告がある。同


















































でいくという作品を謳うことを得意としている。1913（大正 2）年 3月に『太陽』19巻 3号に発表
した「孫逸仙に與ふる詩」に「嗚呼李白杜甫の國水滸傳の國／吾は極愛す尨大夢殘るローマンチツク
の鄕土」と孫文について、詩の国出身の革命家という認識で作品を詠んでいる 36。ペンを剣や戦いの
                                                   
35 『雄弁』5巻 11号（1914年 11月、大日本雄弁会講談社）、p63。 






































38 井上素子「近代教育錦絵における絵師選定 : 《文部省發行錦繪》及び《教草》をめぐって」（『藝叢 : 筑波大
学芸術学研究誌』27、2012年）。 
39 齋藤五百枝は、『学生』の 2巻 1号より、表紙絵を担当している。（第 1巻は 1号から 8号までを太田三郎が































                                                   
40 大橋博之『心の流浪 挿絵画家・樺島勝一』には、「少年向けの雑誌の表紙は抒情的な画よりも、戦意高揚の
ための勇ましい画が求められるようになった」ため、「当時としては最先端の軍事兵器である飛行機を啓蒙する
ための少年向け雑誌『飛行少年』が大正 4年 1月に創刊されることなった。勝一はその『飛行少年』を発行する
日本飛行研究会に入社。表紙や口絵、挿絵一切の筆をまかされたのだ」とある。 
